


仔リ 仁ヨ

1. 本書は、館林市内に所在する遺跡の発掘調査の結果をま とめたものである。

2. 本発掘調査は、市内に所在する遺跡における個人開発の事前確認調査と個人住宅

建設に伴う緊急発掘調査である。

3. 調査は、館林市教育委員会が主体となり行ったもので、担当主管は文化振興課で

ある。

4. 調査の期間は、昭和 60年4月~昭和 61年 3月までである。

5. 調査に伴う諸経費は、国庫 ・県費補助により館林市が負担した。

6. 調査から、報告書刊行にあたり、諸氏 ・諸機関に御指導 ・御教示、いただいた。

感謝いたします。
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第 I章 館林の 環境

第 1節地理的環境

写真 1 館林地方を代表する景観

館林市は、関東地方のほぼ中央部に位置する人口 7万余の都市である O

館林市の載る館林台地は、関東地方のほぼ中央部、利根川・渡良瀬川にはさまれた地域に、

浮島状に存在しているO

この台地は、下末吉期相応の洪積台地であり、河川堆積物の上に、風成ロ ーム(関東ローム)

の堆積したものであるO

館林台地の南側は、構造盆地運動の北縁にあたると考えられ、加須低地をへて大宮台地に連

らな っていると考えられている。

このため、台地の南側では、小支谷が複雑に入り込んでおり、その谷頭には、多くの池沼群

や湿地の存在が確認されるO

台地の周辺には、利根川・渡良瀬川の氾濫原が広がっており、氾濫原中には、中小河川の旧

河道と、それに伴う自然堤防を確認することができる。

館林市の標高は、最高位の高根砂丘で、 36m、低地では、 16m と、比較的低くく、台地は、

西から東へむけて緩傾斜している。
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第 2節 歴史的環境

館林市は、前述の通り、館林台地と、それをとりまく氾濫原とから成りたっているO

昭和 48年度刊行された群馬県遺跡地図に、昭和 58年度からの分布調査の結果等をあわせ

てみるならば、地形と遺跡の分布が大き くかかわっていることがわかる。

昭和 48年の遺跡地図を見ると、市内に所在する遺跡の数は 46ケ所であり、その大半は、

縄文時代と古墳時代の遺跡であり、遺跡の中心は、台地上の比較的高い緑辺部に所在する傾向

をみせたO

また、各池沼の緑辺部に時代別に集中する傾向をみせた。すなわち、多々良沼や内陸古砂丘

を中心とした旧石器時代の遺跡、城沼を中心とした縄文時代早期~前期、旧矢場川を中心とし

た縄文時代中期~後期、茂林寺沼や蛇沼を中心とした縄文時代後晩期の遺跡k近藤沼や旧矢場

川を中心とした古墳時代の遺跡である。

私たちは、これを、各池沼群の名を付して文化圏と呼んだことがある。

しかしながら、昭和 58年度からの分布調査の結果等をこれに加えて考えてみれば十分で、は

なし、。

台地の緑辺部に、遺跡の多くを存在させることは、まちがいないにしても、遺跡数から言え

ば、現在までの遺跡数を超える形で、奈良・平安の遺跡が普遍的に発見される O

またこれらは、台地の緑辺というよりも、台地から一段下がった徴高地、細い支谷にそって、

台地の中央部にも、かなりその有り方事体も変化して くる。

昭和 48年時の遺跡数は、縄文時代を中心としてのものであったが、今後の分布調査を含め

て地形と、遺跡の分布との関係を、再度考えなおす時期にきている。
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第 E章 各遺跡の内容

八方遺跡

第 1節 周辺の遺跡

八方遺跡は、東武鉄道伊勢崎線館林駅の北方約 1.5Kmの所に所在する古墳時代~平安時代の

遺跡である。

遺跡は、渡良瀬川の氾濫原に、突出する馬背状の舌状台地上に位置するO

第 2図には、八方遺跡周辺の遺跡をあげた。

周辺には、旧石器~古墳時代にかけての長い期間にわたり人々の生活の痕跡がたどれるO

中でも、外和田遺跡と本遺跡では、古墳時代の住居祉等が、調査されているO

山神脇遺跡(3 )は旧石器、高根遺跡(4 )は、旧石器・縄文~古墳時代、岡野遺跡(6 ) 

岡遺跡( 8 )、朝日町遺跡( 1 2 )、大街道遺跡(9 )では 縄文時代の遺物が採取できるO

写真2 八方遺跡全景
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第 2節 調査に至る経過

八方遺跡は、前述のとおり、館林台地の北側から、渡良瀬川の氾濫原に突出する舌状台地上

に位置する遺跡であるO

昭和46年の群馬県遺跡台帳によれば、本遺跡は、破壊されたと記載されているが、昭和57年

度個人宅造に伴って古墳時代の住居祉が発見されて以来、周辺地には、まだ遺構の存在が予想

され、昭和58年度、昭和59年度と開発に伴って、遺構が確認されている。

遺跡周辺は、昨今の人口増加に伴って、宅地化がめだっ地域であり 、高台であることも手つ

だって、今後も宅地として開発されるであろう地域でもあるO

本年度は、個人の開発に伴って、 D地点、 E地点の確認調査と F地点の発掘調査を実施したO

各地点の位置、八方遺跡の現況については、第 3図に示したO

D地点は、地権者日比野周作氏による、館林市大字当郷八形3241における個人経営のアパ

ート建設に伴う事前確認調査である O

E地点は、地権者金子菊次氏による、館林市大字岡野字八方 42ー1における個人経営のア

ミート 建設に伴う事前確認調査である。

F地点は、地権者荒井慶助氏による、館林市大字岡野字八方 23-1における宅地造成に伴

う緊急調査である O

調査は、 D地点は確認調査であるため、開発予定区域に 2 mX 2mのメッシュをかけ、ちど

り方式で試掘をし、遺構を確認したものである O

E地点は、 D地点の時間的ロスを考慮のもと開発区域を掘削機により全面表土剥きすると同

時に、 表面精査により遺構確認を行 ったO

F地点は、 E地点と同様、掘削機により、表土剥ぎを行い、遺構確認を行った上で、遺構調

査を行ったO
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第 3節 D 地点 の 調査

D地点の調査は、前述の通り、地権者日比野周作氏の館林市大字当郷字八形3241における

個人経営のアパート建設に伴う事前確認調査である。

調査は、開発予定地に、 1辺 2mのメッシュをかけ、ちどり方式で遺構確認を行ったが、 ち

どり方式では不明な点が多いことから、遺構と思われる地域は、拡張し遺構確認をしたO

このようにして住居祉、 8軒を確認したが、今回地権者と協議し、住宅にかかる 5号住居の

み試掘という形をと ったO

5号住居祉は、調査区の東南に位置する。

8. 40 m X 7. 40 mの長方形を呈する比較的大きな住居祉である。

覆土は、その大半を、後世の耕作等により撹乱されているO 特に東部は床まで耕作が達して

おり、わずかに床面の範囲のみを確認できるのみであった。

わずかに残る壁の現高は、約 20 cmで、ほぼ垂直に立ち上がり 、床はほぼ平坦に踏み固められ

ているO 柱穴は 4本、貯蔵穴は東の隅に深さ 8 0 cmで、検出できたO

カマド、炉は確認できなか ったが、北壁よりの床面に溝によって破壊されながらも、わずか

に粘土と焼土が確認されている O

出土遺物は、 1400片以上に及ぶが破片が多い。
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C 1 Jは、貯蔵穴内で倒れ込んだ形で検出された長胴の嚢である。

口縁部は、孤状に外反し、ヨコナデにより調整されており、胴部は縦に長くヘラ削りで、底

部近くでは、斜めにヘラ削り調整されているO

内面は口縁部はヨコナデ、胴部は幅広のへラナデによる調整であるO

C 2 Jは、整の底部で、外面は斜めのヘラ削り、内面はへラナデにより調整されている。

C3Jは、土錘であるO 胎土は荒砂が多量に混入されているO

C 4 Jは、羽口である。覆土中から鉱鉾が多く出土しており、砂のついた鉄釜状のものが存

在することから、本住居祉は鍛治遺構として考えられるかもしれない。

羽口は、暗灰白色を呈する須恵質の土製品であるO

なお、その他の住居祉等は、駐車場下に在る O
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写真 4 第 5号 住 居 祉
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第 5図 第 5号住居祉出土遺物

写真6 出土遺物
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第 4節 E地点、の調査

写真8 E地点調査風景

E地点は、前述のとおり、地権者金子菊次氏による、個人経営のアパ ート建設に伴う 事前確

認調査である。

この地点は、八方遺跡では、北端にあたる地域でもあり、遺物の散布も少なかったが、土師

片が表面でいくつか確認されたo

確認調査は、時間的ロスも考慮し、表土を掘削機を用いて行ったO

その上で、全面をジョレンガケを行い、遺構確認を行ったものである。

遺構確認は、耕作物として桑が入っておりなかなか困難をきたしたが、土師片がいくつか出

土したものの、遺構としては、とらえられなかったO
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第 5節 F地点、の調査

写真9 F地点調査風景

F地点の調査は、前述の通り、地権者荒井慶助氏による館林市大字岡野字八方 23-1におけ

る宅地変更に伴う整地による事前発掘調査であるO

調査は、整地予定地域全体を掘削機による表土剥ぎの後、精査、遺構確認の上、遺構調査を

行ったO

叉、将来畑として利用される地点にあっては、上作の関係から、 トレンチを入れ、遺構確認

を行ったO

調査区は、ちょうど、馬背状の頂部にあたっており、調査区東側、及び西側へゆるやかに、

傾斜しているO

最も高い部分は、耕作による撹乱がひどいが、円形の土拡を 2基確認でき、東斜面では住居

跡 1軒が確認されたO

畑部分となる地点には、遺構は確認できなかった。
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写真 10 調査風景

写真 11 遺構調査風景
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